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Ⅰ．はじめに 

 COVID-19 感染防止から、外出頻度や運動機会の制約により身体活動量が影響を受けてい

る。本邦における高齢者への COVID-19に対するワクチン接種は 2021年 4月から開始され、

青森市においては 2021 年 11 月 1 日時点で高齢者の 90％が２回のワクチン摂取を完了して

いる１）。大々的に行われる COVID-19 に対するワクチン接種が生活状況を変化させ、身体活

動量に影響を与える可能性があり、その実態を把握することは介護予防研究を推進するう

えで重要であると考えた。 

 

Ⅱ．目的 

 青森市の地域在住健常高齢者を対象とし、COVID-19 に対するワクチン接種前後での身体

活動量の違いについて明らかにすることを目的とした。 

 

Ⅲ．研究方法 

 １．研究デザイン：前向きコホート研究 

 ２．対象者：地域在住健常高齢者、女性 16 名 

  １）取込基準：65 歳以上であり、2 回のワクチン接種を完了していること 

  ２）除外基準：要支援・要介護認定を受けていること、自力歩行が困難であること 

 ３．評価測定 

  １）基本属性：年齢、独居の有無 

  ２）身体活動量 

   （１）測定機器：3 軸加速度計（Active style Pro HJA750-C、OMRON） 

   （２）測定期間：3 月（ワクチン接種前）と 10 月（ワクチン接種後） 

   （３）測定指標：中高強度身体活動（MVPA）・低強度身体活動（LPA）・座位行動（SB） 

      MVPA：3.0METs 以上、LPA：1.6-2.9METs、SB：1.5METs 以下の活動強度別時間 

  ３）外出頻度： 1 回/週未満・1-2 回/週・3-4 回/週・5-6 回/週・毎日 

 ４．統計解析 

 各変数について Shapiro-Wilk 検定を用いて正規性について確認した。その後、ワクチン

接種前後における身体活動量の比較には対応のある t 検定を用いて検討した。また、外出

頻度に比較には、Wilcoxon の順位和検定を用いて検討した。 

 ５．倫理的配慮 

 本研究は、⻘森県⽴保健⼤学研究倫理委員会の承認を得て実施した。



Ⅳ．結果 

 本研究対象者の平均年齢は 76.1±5.0 歳であり、独居割合は 11.8%であった。 

 身体活動量については、ワクチン接種前と比較して、ワクチン接種後の LPA は有意に長

く（p<0.05）、SB は有意に短かった（p＜0.05）。MVPA は有意な差を認めなかった（表１）。 

 外出頻度については、ワクチン接種前と比較して、ワクチン接種後で有意に高かった（p

＜0.01）（図１） 
 

表１.ワクチン接種前後の身体活動量         図１．ワクチン接種前後の外出頻度 

Mean±Sd 

（分/日） 

3 月 

（接種前） 

10 月 

（接種後） 
p value 

MVPA 47.2±29.5 51.8±32.1 n.s. 

LPA 329.2±92.3 373.7±87.7 p＜0.05 

SB 527.9±88.3 485±109.8 p＜0.05 

 

Ⅴ．考察 

 地域在住女性高齢者では、COVID-19 に対するワクチン接種前と比較して、ワクチン接種

後の外出頻度は有意に増加したが、MVPA に有意な差はなかった。また、ワクチン接種後の

LPA が有意に高く、SB が有意に低かった。 

 外出頻度が増加したが MVPA に有意な差が無かったことは、増加した外出が歩行などの運

動を伴わないことを示している。したがって、ワクチン接種後には運動を伴わない、例え

ば友人達との食事などの外出機会が増えた可能性が示唆された。加えて、本研究対象者は

ワクチン接種前に 1 日 50 分程度の MVPA を行っており、先行研究と比べて運動量が多かっ

た。良い運動習慣を持つ者はワクチン接種前後において運動行動に大きな変化がないと考

えた。 

 LPA は歩行を伴わない家事動作のような生活活動を表すことが多く、ワクチン接種後で

LPA が有意に増加し、そのため坐位行動である SB が減少した。外出頻度が増えたため、あ

るいは家での作業が増えたため LPA が増えた可能性が考えられた。後者を考えると、ワク

チン接種前は 3 月であり、ワクチン接種後は 10 月時のデータである。10 月では 3 月と違

い庭の手入れなど、屋外での活動があり、季節的な生活活動の違いが反映された可能性が

あった。 
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